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Digital Scienceの白書（2020年6月発表）
「COVID-19がどのようにして
研究文化に変化を及ぼしているか」

コロナ時代における研究出版 – Digital Scienceのレポート

Data sources: https://digitalscience.figshare.com/articles/report/How COVID-19 is Changing Research Culture/12383267
https://www.dimensions.ai/news/dimensions-is-facilitating-access-to-covid-19-research/
https://reports.dimensions.ai/covid-19/

Digital ScienceによるCOVID-19の
データセット（リアルタイム）

https://digitalscience.figshare.com/articles/report/How_COVID-19_is_Changing_Research_Culture/12383267
https://www.dimensions.ai/news/dimensions-is-facilitating-access-to-covid-19-research/
https://reports.dimensions.ai/covid-19/


https://covid-19.dimensions.ai/


https://covid-19.dimensions.ai/
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プレプリントの主な長所

• 早い段階で最初に研究を報告できる。
• 成果の迅速な公開を可能にする。
• 成果に対する早期の認知と可視性を提供する

（特に若手研究者にとって重要）。
• 従来の査読（ピア・レビュー）以外の議論の

場を提供し、コメントを通じて公の場でフィ
ードバック、もしくはメールなどで非公開で
フィードバックできる。

• プレプリントには、DOIが付与されているた
め、プレプリントとそれに続くジャーナル論
文がそれぞれ引用され、Altmetricのスコア
もそれぞれつく。

• プレプリントサーバーの多くは、倫理遵守や
盗用をチェックするようになり、不確かな研
究をブロックするためのスクリーニングを強
化し、より選択的になってきている。

COVID-19は、迅速かつオープンな出版の必要性を推進し、
プレプリントの利用を加速させている

プレプリントの主な短所

• プレプリントの研究結果は、査読されていな
いにもかかわらず、特にメディアなどによっ
て査読された研究と同じ立ち位置にあると誤
解される可能性がある。信頼性の低い研究を
共有することへのリスクがある。

• COVID-19関連研究の投稿の増加が、ピア・
レビューのシステムへの負担の増加につなが
っている。

• プレプリントは、膨大な量の研究データとと
もに、最終的に正式版（VOR）のジャーナル
論文が出版された後も文献として残る。

• 研究データの提供と利用に関する原則
（FAIR）が多くのジャーナルと異なるため、
再現性の妨げになる。

• プレプリントを出版する出版社は、メディア
コミュニケーションの方針が必要。



https://covid-19.dimensions.ai/
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研究者の目から見て、何がプレプリントの信頼性を高めて
いるのか？

Source: Soderberg CK, et al. R. Soc. Open Sci. 2020, 7: 201520.
https://royalsocietypublishing.org/doi/10.1098/rsos.201520

欧米を中心に幅広い分野の研究者3,759名
を対象に、個々のプレプリントやプレプリ
ントサービスの信頼性を評価するために米
国の研究者が行った調査の主な考察結果：

• プレプリントの信頼性を評価するうえ
で最も重要なのは、基礎となる研究内
容の透明性（研究データへのリンク）
およびオープンサイエンスのコンテン
ツと著者の主張を支える独自の検証に
関連する示唆項目である。

• 著者と出資者の身元、利用状況や引用
データ、ジャーナルへの投稿状況は、
プレプリントの信頼性を評価するうえ
で重要ではないと示されている。

• 既存のプレプリントサービスにおいて
は、調査した示唆項目のうち、最も重
要と評価された項目は、ほとんど表示
されていない。

特に重要と思われる

あまり重要でないと思われる

https://royalsocietypublishing.org/doi/10.1098/rsos.201520


https://www.nature.com/articles/d41586-020-01695-w
https://www.the-scientist.com/news-opinion/lancet-retracts-surgispheres-study-on-hydroxychloroquine-67613
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これまでに39報のCOVID-19関連論文が
撤回されている (15報:プレプリント)

COVID-19に関連する出版物の撤回

Source: https://retractionwatch.com/retracted-coronavirus-covid-19-papers/

Retracted COVID-19 articles: a side-effect of the hot race to publication
Soltani, P., Patini, R. Retracted COVID-19 articles: a side-effect of the hot race to 
publication. Scientometrics 125, 819–822 (2020). https://doi.org/10.1007/s11192-020-
03661-9

国別の撤回されたCOVID-19関連論文数
（最初に発表された17報）

Reason for retraction or withdrawal Number of cases

Concerns, issues, or errors in results and/or 
conclusions

8

Concerns, issues, or errors in data 7

https://retractionwatch.com/retracted-coronavirus-covid-19-papers/
https://doi.org/10.1007/s11192-020-03661-9
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COVID-19による研究データの再利用と共同研究への影響
COVID-19が研究活動に及ぼした影響に関するシュプリンガー・ネイチャーの調査によると、
研究データの再利用は、コロナ禍以前よりも増加する可能性が高いことが明らかになった。



https://www.nature.com/articles/d41586-019-01493-z
https://www.springernature.com/gp/advancing-discovery/blog/blogposts/maximising-the-benefits-of-early-sharing/16744616


https://www.nature.com/nature-research/editorial-policies/preprints-and-conference-proceedings
https://www.nature.com/nature-research/editorial-policies/press-and-embargo-policies
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In Review：プレプリントとジャーナル論文の間の透明性
を実現

In Reviewは、シュプリンガー・ネイチャーとResearch Square（シュプリンガー・ネイチャーが出資）が提
携して開発された無料のプレプリントサービス（2018年10月より開始）であり、ジャーナル統合型プレプリン
ト共有（一次研究原稿の直接投稿）および査読プロセスへの透明性を著者に提供している。



https://www.springernature.com/gp/authors/campaigns/in-review
https://company.researchsquare.com/post/research-square-publishes-50000th-preprint
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データで見るIn Review

In Review のプレプリントがジャーナルに受
理される割合：

~43%

 2019年5月から8月までのシュプリンガー・
ネイチャーのデータにおいて、Research
Squareでプレプリントの発表を選択したIn
Reviewの投稿論文のうち、5報中およそ2報
がジャーナルへの掲載が受理された。

 他のプレプリントサーバーによる大規模な研
究プロジェクト¹もプレプリントの品質をサポ
ートしており、プレプリントと査読された論
文との品質の差は、非常に小さいことが示唆
されている。

1. Comparing quality of reporting between preprints and peer-
reviewed articles in the biomedical literature, Carneiro, et
al., doi: https://doi.org/10.1101/581892

プレプリントごとの平均ダウンロード数：

8.26

最もダウンロードされたプレプリントのダウンロード数：

5,070
プレプリントのタイトル：SARS-CoV-2 T-cell epitopes define 
heterologous and COVID-19-induced T-cell recognition

1,000以上のダウンロードがあったプレプリントの数：

15
 Research Squareのプレプリントは、平均8回以上ダウン

ロードされるものの、この平均値は、数百、数千ダウンロ
ードされた高い注目を集めるプレプリントの影響を強く受
けている。

 プラットフォーム上で最もダウンロードされたプレプリン
トの多くはCOVID-19の論文であり、その中には、プラッ
トフォーム上で最もダウンロードされたプレプリントも含
まれている。
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In Review：プレプリントの引用が一般的になりつつある

Research Squareのプレプリントの総被引用数
(Dimensions.ai のデータに基づく)

 Researchsquare.com に
おけるプレプリントの総
被引用数が2019年から
2020年にかけて大幅に増
加した。

 これは、高い注目を集め、
イ ン パ ク ト の あ る
COVID-19のプレプリン
トによって、大きく牽引
されているようである。

 プラットフォーム上の全
プレプリントのうち、現
在までに引用されたもの
は、3%未満ではあるも
の、引用されたものは多
く引用される傾向にある。
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In Review：プレプリントはある程度の注目を集めている

Research Squareのプレプリントをサンプル対象とした
Altmetricスコアのビニングされた分布

 ほとんどのプレプリント
は、出版されている多く
のジャーナル論文と同様
に、ほとんど注目されて
いない。

 しかし、この分布はロン
グテールであり、少数の
プレプリントがかなり高
い注目を集めている。

 その中には、Altmetricの
注目度スコアが1,000点
以上のプレプリントがい
くつか含まれている。
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コロナ時代における査読への負担

Sources: http://www.stm-publishing.com/c19-rapid-review-initiative-reaches-20-participants-milestone/
https://oaspa.org/covid-19-publishers-open-letter-of-intent-rapid-review/

C19 Rapid Review Initiativeは、学術出版業界
全体の出版社や組織の間で行われる大規模なコ
ラボレーションである。

この取り組みでは、ボランティアの査読者に対
して迅速に査読されるように依頼されている。
また、投稿された論文が異なる出版プラットフ
ォームに転送された場合に、査読者のレビュー
と身元が出版社やジャーナル間で共有されるこ
とに事前に同意していただくことを求めている。

この危機の中、COVID-19関連論文を迅速に出版できるよう、優先的に査読されるように出版
社が取り組んでいる。
質の高い査読を維持しようとしているなか、限られた人数の有能な査読者に多大な負担がか
かっている。

シュプリンガー・ネイチャーでは、透明性を高
めることを通じて、査読の革新と改革に取り組
んでおり、プレプリントと査読を統合したIn
Review のサービスを導入している。

http://www.stm-publishing.com/c19-rapid-review-initiative-reaches-20-participants-milestone/
http://www.stm-publishing.com/c19-rapid-review-initiative-reaches-20-participants-milestone/
https://oaspa.org/covid-19-publishers-open-letter-of-intent-rapid-review/
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コロナ時代における査読への負担

Source: https://www.nature.com/articles/d41586-020-03564-y

11の医学誌を調査した結果、COVID-19の論文は通常よりもはるかに早く出版されたが、他の
研究の出版が遅くなったことがわかった。

https://www.nature.com/articles/d41586-020-03564-y


https://www.springernature.com/gp/researchers/campaigns/coronavirus
https://www.natureasia.com/ja-jp/collections/covid-19
https://www.stm-assoc.org/about-the-industry__trashed/coronavirus-2019-ncov/
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コロナ禍において論文の投稿数が大幅に増加

資料：シュプリンガー・ネイチャー
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コロナ禍においてコンテンツの使用が大幅に増加

資料：シュプリンガー・ネイチャー



https://covid-19.dimensions.ai/
https://dimensions.freshdesk.com/support/solutions/articles/23000018863-where-does-the-definition-of-open-access-come-from-in-dimensions-what-does-it-include-
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OAステータス別：2020年のCOVID-19関連論文

OAステータス別：COVID-19関連およびそのほかの論文（2020年1-10月）
COVID-19 Report: Publications, Clinical Trials, Funding (Dimensions: covid-19.dimensions.ai)

Total Publications(‘000):   168           2.3           16              34          4,731        144          622            734 1,183 

20%

40%

28% 27% 17% 17% 18% 19% 16% 21%

40% 36% 48%
17% 14% 10% 12% 16%

For definitions of these article types see 
Dimensions.

• 出版社は、COVID-19関連の研究を大量に公開することで、パンデミックに対応（Dimensionsにおい
て、「ブロンズ」に分類）。

• COVID-19研究の40％が「ブロンズ」ステータスであるのに対し、世界全体の研究の平均は17％、全
医学・健康研究は16％が「ブロンズ」ステータスである。

• COVID-19研究のOA出版率は、世界平均と類似しているため、出版の公開には出版社が大きく関わっ
ている。

https://covid-19.dimensions.ai/
https://dimensions.freshdesk.com/support/solutions/articles/23000018863-where-does-the-definition-of-open-access-come-from-in-dimensions-what-does-it-include-
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ゴールドOA は、迅速なCOVID-19研究において最大の
インパクトを達成するための最も持続可能なルート

オープンアクセス(OA)の論文は、非OAの論文
よりも多く読まれ、引用され、注目されている

https://doi.org/10.6084/m9.figshare.6396290

https://doi.org/10.6084/m9.figshare.6396290



